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２．連結財政状態に関する定性的情報 

(1) 当第 2 四半期末の資産、負債及び株主資本の状況 

・総資産 1 兆 632 億95 百万円 （前期末比 13.7%増） 

・株主資本 7,281 億89 百万円 （ 同 1.6%増） 

・株主資本比率 68.5% （ 同 8.1 ポイント減） 

当第2 四半期末の資産は、前期末と比較して現金及び現金同等物が 75 億12 百万円、たな卸資産が 54

億 29 百万円、投資が 757 億 93 百万円及び有形固定資産が 321 億 99 百万円それぞれ増加し、資産合計

は前期末と比較して 1,277 億 62 百万円増加しました。 

負債は、前期末と比較して短期借入債務が 1,085 億 48 百万円及び仕入債務が 67 億 62 百万円それぞ

れ増加したことにより、負債合計は前期末と比較して 1,163 億2 百万円増加しました。短期借入債務の増加

は、主として EPCOS 社の株式取得に伴う資金調達によるものです。 

株主資本は、前期末と比較してその他の利益剰余金が21億48百万円及びその他の包括利益（△損失）

累計額が 84 億 34 百万円それぞれ増加したため、株主資本合計は前期末と比較して 116 億 12 百万円増

加しました。 

 

 

  (2) 当第 2 四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況 

（単位：百万円） 

 前第 2 四半期 

連結累計期間 

当第 2 四半期 

連結累計期間 
増  減 

営業活動によるキャッシュ・フロー 42,152 45,841 3,689 

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 52,041 △ 142,859 △ 90,818 

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 47,748 99,376 147,124 

為替変動による現金及び 

現金同等物への影響額
△ 2,066 5,154 7,220 

現金及び現金同等物の増加（△減少） △ 59,703 7,512 67,215 

現金及び現金同等物の期首残高 289,169 166,105 △ 123,064 

現金及び現金同等物の四半期末残高 229,466 173,617 △ 55,849 

 

＊ 営業活動によって得たキャッシュ・フローは、前年同期と比較して36 億89 百万円増加し458 億41 百万

円となりました。四半期純利益は 227 億58 百万円減の 118 億68 百万円、減価償却費は 57 億12 百万円

増の 388 億 24 百万円となりました。資産負債の増減において、売上債権が 238 億 59 百万円、たな卸資

産が 63 億 63 百万円、未払費用等が 95 億 57 百万円それぞれ減少しております。 

＊ 投資活動に使用したキャッシュ・フローは、前年同期と比較して 908 億 18 百万円増加し 1,428 億 59 百

万円となりました。固定資産の取得が294億74百万円増の677億16百万円、短期投資の売却及び償還

の減少146億65百万円、関連会社の取得の増加 749億53百万円がそれぞれ増加要因となっている一

方、短期投資の取得の減少 229 億 15 百万円が減少要因となっております。 

＊ 財務活動によるキャッシュ・フローは、前年同期の支出から当第 2 四半期連結累計期間は収入に転じ、

その変動額は1,471 億24 百万円となりました。前年同期は自己株式の取得に係る支出392 億39 百万円

に加え、配当金の支払 79 億 46 百万円等で 477 億 48 百万円の支出でしたが、当第 2 四半期連結累計

期間において、主として EPCOS 社株式の取得目的で資金調達を行ったことによる短期借入債務の増減

（純額）に係る 1,085 億 3 百万円の収入に対し配当金の支払 90 億27 百万円等で 993 億76 百万円の収

入となっております。 

 


